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Abstract 

A clingfish of the family Gobiesocidae was collected using a scoop net from shallow coastal waters of the 

Oki Island, Shimane Prefecture, Japan. Based on detailed morphological examination and DNA barcoding 

of the mitochondrial 16S ribosomal RNA gene, the specimen was identified as Aspasma ubauo. This species 

has previously been recorded from several localities along the Japanese coast, however no confirmed records 

existed from the Sea of Japan coast west of the Noto Peninsula, Ishikawa Prefecture, Japan. The present 

specimen therefore represents the first record of A. ubauo from Shimane Prefecture, Japan and fills an 

important distributional gap along the Sea of Japan. The finding suggests either a previously overlooked local 

population or a recent range extension influenced by regional oceanographic conditions.  

 
Key words: Gobiesocidae; Sea of Japan; DNA barcoding; geographic distribution 

 

緒言 

隠岐諸島は島根半島の北方約 80 km の日本海

上に位置し、島後・西ノ島・中ノ島・知夫里島

の 4 つの有人島を含む島嶼群から構成される。

これらの島々は、過去の火山活動に由来するカ

ルデラ地形や発達した海食崖を有し、その地質

学的・地形学的価値から隠岐ユネスコ世界ジオ

パークにも認定されている。また、隠岐諸島は

本州から海峡によって隔てられた孤立性の高

い島嶼であるため、周辺海域の海洋環境の影響

を強く受ける。隠岐諸島周辺の魚類相は、東シ

ナ海から北上する対馬暖流の影響を強く受け、

南方系の魚類がしばしば無効分散されてくる。

加えて日本海北部に由来するリマン海流や、栄

養塩類を多く含んだ日本海固有水の影響も受

けている。そのため、本海域では寒流系および
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Fig.1. Map of Oki Island, Shimane Prefecture, Japan. 

The sampling site for this study is marked with a star. 

暖流系の魚類が共存するという特徴的な魚類

相が形成されている（Nishimura 1965; 島根県水

産試験場 2003）。さらに、隠岐諸島沿岸には、

藻場や自然海岸など多様な海岸地形が発達し

ており、特に藻場については、日本海沿岸の中

でも海藻種数が多く、クロキヅタ Caulerpa 

denticulataやホソエガサAcetabularia caliculusな

どの希少種を含む多様な海藻相が報告されて

いる（環境省 2008; 環境省 2020）。これらの環

境は、多様な魚種にとって重要な生息場となり、

高い生物多様性を支えていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我々は、隠岐諸島の中でも最大の島である道後

（隠岐の島町）の砂浜海岸において魚類相調査を

実施した（Fig. 1）。その過程で、ウバウオ科

（Gobiesocidae）に属する魚類を採集した。ウバ

ウオ科魚類は、日本国内から 10 属 16 種が報告さ

れており（林・萩原 2013; 本村 2026）、腹鰭が変

形した腹吸盤を持ち、頭部は縦扁すること、体に

鱗がないこと、背鰭と臀鰭はそれぞれ 1 基である

ことなどで特徴付けられる（Fricke et al. 2010）。

腹吸盤で岩礁や海藻などの基質に吸着して生活

する小型の底生魚類であるため、一般に行動圏は

狭く、分布は局所的である。生息水深は種によっ

て大きく異なり、水深約 100 m の深場から

（Shinohara and Katayama 2015）、数十 cm 程度の

極浅海域まで及ぶ（Fujikawa and Motomura 2019）。

また、繁殖期には基質表面に産み付けられた卵を

雄が保護する行動が知られている（塩垣・道津

1971）。 

本研究では、道後で採集されたウバウオ科魚類

について、形態学的観察および DNA バーコード

解析を用いて同定を行った。その結果、本標本が

ウバウオ Aspasma ubauo であることが確認され

た。本種は長らく Aspasma minima の学名で扱わ

れてきた。しかし、そのシンタイプがヨザクラウ

バウオ（かつての Kopua japonica）と同一種であ

ることが明らかとなり、ウバウオにあたる名義種

はなかったため、2019 年に A. ubauo として新種

記載された（Fujikawa and Motomura 2019）。本研

究で得られたウバウオ A. ubauo は島根県におけ

る初記録であることが明らかとなったため、ここ

に報告する。 

  

材料および方法 

2025 年 12 月 4 日の 10–11 時に島根県隠岐郡

隠 岐 の 島 町 津 戸 に 位 置 す る 海 幸 の 浜

（36°17’21.2”N, 133°24’76.1”E）（Fig. 1）におい

て魚類相調査を実施した。本調査では、目合い

2.0 mm の D 型フレーム採集網（フィッシュハ

ンター伸縮 GDX、エーワン）を使用した。その

際、ウバウオ類 1 個体が採集された。採集後、

個体を展鰭し、10 %ホルマリン溶液中で固定・

保存した。標本の作製および標本写真の撮影は

本村（2009）に従って行なった。 

魚類標本は実体顕微鏡下で形態観察を行な

い、形態学的特徴に基づいて種同定を試みた。

計測にはデジタルノギスを用い、0.1 mm 単位で

記録した。全長、標準体長および頭長はそれぞ

れ TL（total length）、SL（standard length）、HL

（head length）の略号を用いた。種同定は、林・

萩原（2013）および Fujikawa and Motomura（2020）

に基づいて行なった。 

腹吸盤の各部位の定義は Briggs（1955）に従

った。頭部感覚管孔の略号は Shiogaki and Dotsu 

（1983）および Fujikawa and Motomura（2020）

に従い、眼後感覚管孔を PO（postorbital canal 
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Fig. 2. Head sensory canal pores of Aspasma ubauo (FAKU 154734). a, head; b, dorsal view; c, ventral 

view. Scale bars are 10 mm. 

pore）、眼前感覚管孔を LC（lacrimal canal pores）、

前鰓蓋感覚管孔を PR（preopercular canal pores）、

鼻感覚管孔を NC（nasal canal pores）とした。 

遺伝子解析のため、本個体の胸鰭基部から筋

肉組織を採取し、99 %エタノール中で保存した。

DNA 抽 出 に は Wizard® Genomic DNA 

Purification Kit（Promega）を用いた。Palumbi et 

al.（2002）で設計されたプライマー（16sar-L: 5′- 

CGC CTG TTT ATC AAA AAC AT -3′; 16sbr-H: 5′- 

CCG GTC TGA ACT CAG ATC ACG TC -3′）を用

い、ミトコンドリア DNA の 16S rRNA 遺伝子

領域の部分塩基配列約 600 塩基対を PCR 法に

より増幅した。PCR 反応液は、1.0 µl の DNA 溶

液、5.0 µl の KAPA2G Robust HS ReadyMix with 

dye（日本ジェネティクス）、それぞれ 1.0 µl の

5 pmol プライマーに 2.0 µl の超純水を加えて総

量を 10 µl とした。PCR 反応は、94 °C で 5 分間

加熱後、94 °C で 15 秒、54 °C で 15 秒、72 °C

で 30 秒のサイクルを 30 回繰り返し、最後に

72 °Cで 7分間の伸長を行なった。得られた PCR

産物は、ExoSAP-IT Express（アプライドバイオ

システムズ）により精製した後、PCR 反応に用

いた 16sar-L を用いて受託シーケンスサービス

（ユーロフィンジェネテックス）で塩基配列決

定を行なった。得られた配列は国際塩基配列デ

ータベースに登録されている（LC917299）。得

られた配列に最も類似する配列の検索には

National Center for Biotechnology Information の

BLAST （ Basic Local Alignment Search Tool; 

https://blast. ncbi.nlm.nih.gov/Blast.cgi）を用いた。 

本研究で用いた標本は、京都大学フィールド

科学教育研究センター舞鶴水産実験所の魚類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標本コレクション（FAKU）に保管されている。 

 

結果と考察 

ウバウオ科 Family Gobiesocidae 

ウバウオ属 Genus Aspasma 

ウバウオ Aspasma ubauo Fujikawa and 

Motomura, 2019（Figs. 2, 3; Table 1) 

 

検討標本 

FAKU 154734、雌 1 個体、TL 33.0 mm、SL 27.5 

mm、HL 7.4 mm。島根県隠岐郡隠岐の島町津戸

にある海幸の浜海水浴場（ 36°17’21.2”N, 

133°24’76.1”E）、水深 0.7 m、2025 年 12 月 4 日、

豊田賢治採集。 

 

形態的特徴による同定 

標本の計数形質および計測値を Table 1 に示

す。体は円筒形で細長く、尾柄部はやや側扁す

る。体幅は鰓蓋付近で最も広く、尾鰭に向かっ

て徐々に狭くなる。頭部は縦扁し、吻端に向か

って頭長および頭幅は狭くなるが、吻幅はやや

広い。吻はやや縦扁して前方に突出し、口は端

位。上顎後端は眼の前縁より前方に位置する。

両顎歯は台形で一列に並ぶ。眼は大きく、吻長

よりもやや短い。眼の上縁前方に前鼻孔、その

後方やや高位に後鼻孔がある。頭部感覚管孔は、

眼の上縁に 2 個の NC が並ぶ。眼の中央部前方

に 2 個の LC（前方の LC1 は後方の LC2 よりや

や高位）、眼の後方、虹彩上端と同じ高さにPO1、

眼と鰓蓋の中間部、PO1 よりやや高い位置に

PO2がある。PRは 3個：頭部腹面に 1対の PR1、

PO2 の下方に PR2 と PR3 がほぼ直線上に並ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.godac.jamstec.go.jp/bismal/j/view/9014833
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Table 1. Counts and measurements (% SL) of morphological traits of preserved specimen of Aspasma 

ubauo from the Oki Islands, Shimane Prefecture, Japan. 

-: damaged, *: out of the measurement range. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Fig. 2a, b, c）。腹吸盤は、前方の A 域と後方の

B 域、中央の C、D 域からなる複型。吸盤 A 域

は横方向にやや伸長する。A 域の中央前部と D

域には顆粒状突起はない。肛門は体後方に位置

し、臀鰭基部より吸盤後端に近い。背鰭、臀鰭、

胸鰭の鰭条は分枝しない。背鰭および臀鰭は体

後方に位置し、ほぼ対在する。尾鰭とは鰭膜で

連続しない。尾鰭後縁は丸みを帯びる。 

エタノール保存下では（Fig. 3a, b, c, d）、体色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は体側が淡い桃色、腹側は白色で肛門前方と生

殖突起は淡い桃色。吻端から眼を通って主鰓蓋

にいたる赤色の帯がある。眼の外縁は暗色。背

鰭、臀鰭、尾鰭は淡い桃色。胸鰭は無色。腹吸

盤は白色。 

本検討標本は、背鰭・臀鰭・胸鰭の鰭条数お

よび鰓耙数は Fujiwara and Motomura（2019）の

A. ubauo の原記載とよく一致した。さらに、背

鰭と臀鰭は鰭膜で尾鰭につながらないこと、腹 
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Fig. 3. Preserved specimen of Aspasma ubauo (FAKU 154734) collected from Oki Island, Shimane Prefecture, 

Japan. a, lateral view; b, ventral view; c, dorsal view; d, head and disc view. Scale bars are 10 mm. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸盤が複型で、A 域の中央前部と D 域には顆粒

状突起はないこと、鼻感覚管孔、眼前感覚管孔、

眼後眼前感覚管孔はそれぞれ 2 個であること、

前鰓蓋感覚管孔は 3 個であることでも Fujikawa 

and Motomura（2019）による A. ubauo の記載と

よく一致することから、本標本をウバウオ

Aspasma ubauo と同定した。Table 1 に示した計

測値のうち、頭高、体高、吸盤後端–肛門、背鰭

前長は、原記載におけるタイプ標本の計測範囲

からやや逸脱していた。しかし、これらの差異

は他の主要形質と矛盾せず、種内変異の範囲内

であると判断した。 

 

遺伝子解析による同定 

本標本で決定した配列は 557 bp であり、

BLAST 検索の結果、Miya et al.（2003）が Aspasma 

minima として登録した NC_008130 中の 16S 

rDNA 配列と 99.5 %一致した（挿入・欠失はな

し）。Aspasma minima は先述のようにウバウオ

A. ubauo を指すものと考えられる。したがって

遺伝的にも本標本はウバウオと考えられる。 

 

分布 

本種は、青森県日本海沿岸、茨城県、千葉県房

総半島、神奈川県相模湾、富山県、石川県能登

半島、静岡県伊豆半島、三重県、和歌山県、山

口県日本海側、愛媛県、長崎県平戸島、宮崎県

日向灘、瀬戸内海から知られている（Iwatsuki et 

al. 2017; 吉郷 2018; Fujikawa and Motomura 2019; 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園山ら 2020; Fujiwara et al. 2024; 外山ら 2025）。

能登半島以西、山口県以東の本州日本海沿岸か

らは知られておらず、島根県からの確実な記録

もこれまで存在しなかった。また、日本海側で

は上記分布域に加え、ウバウオ A. minima とし

て新潟県、福岡県からも報告されている（河野

ら 2014）。吉郷（2018）によると広島県からも

本種の記録があるが、この記録は類似種に対す

る誤同定や産地の誤りであった可能性がある

ため、その信頼性は疑問視されている。本研究

で得られた標本は、島根県隠岐諸島からの初記

録であり、本種の日本海沿岸における分布を空

間的に補完する重要な知見であると考えられ

る。隠岐諸島周辺海域は、暖流と寒流の影響を

同時に受ける特異な海洋環境を有しており、本

種の分布拡張あるいは従来見過ごされてきた

定着個体群の存在を示唆している。 

 

備考 

本標本は生殖突起が顕著に突出していない

ことから雌個体と判断された（Fujikawa and 

Motomura 2019）。塩垣・道津（1971）によれば、

本種（A. minima として扱われた）は春季の産卵

期終了後に死亡する年魚であることが示唆さ

れている。卵巣内の卵粒は確認できなかったた

め、本標本は未成熟個体であったと考えられる。

一方、塩垣・道津（1971）の長崎県における報

告では 1970 年の同時期（12 月 1–2 日）に採集

された雌 7 個体の TL が 21.0–23.2 mm であっ
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た。これらと比較すると本標本の TL は 33.0 mm

と大きく、大型の雌個体であることが明らかと

なった。 
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